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2023.6.5-11
But grow in the grace and knowledge of our
Lord and Savior Jesus Christ. To him be 
glory both now and forever! Amen.   II Peter 

礼拝メッセージフィードバック

L T G　ガイド

  
＜今日の聖書箇所は…＞

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望①神のみこころは？（信仰のあり方、希望
の約束、愛の満たしなど）の約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願②どんな思いになりましたか？（感情や願
いなど）　いなど）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたの③生き方にどう適用しますか？（あなたの
どの部分を主は扱おうとしておられますどの部分を主は扱おうとしておられます
か）か）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

①祈り、賛美によって主がここにい
　てくださることを信じ、聖霊様を
　あがめます。　　
②互いの存在を感謝し、尊敬すると
　ころを分かち合いましょう。
③ディボーションの分かち合いをし
　ます。
④セルの目的と働きについてみなで
　共有して、祈り、遣わされて行き
　ましょう。

家族礼拝ガイド
  年長のクリスチャンがリードしてく
ださい。進め方にはいろいろな意見が
出るかもしれませんが、「主に期待す
る」信仰が最も大切です。 いつもの家
族でいいのです。 　
①この１週間で神様はすばらしいと
　感じたのはどんなこと？
②この１週間でお互いにどんなこと
　を感謝しますか？（または誉めた
　いですか？）１つだけ。
③聖書のみことばから、どんな実践
　をして、またどんな恵みがありま
　したか？　　
④互いの必要のために祈りましょう。

①お互いへの感謝と誉めることを分
かち合いましょう。（２～３つ）

② 1 週間の罪を言い表して悔い改め、
互いに祈りましょう。

③礼拝メッセージの分かち合いをし
ます。
  礼拝メッセージの分かち合いが難し
い場合はディボーションの分かち合
い（なるべく短く）　　　

④預言の祈り（主の御心を宣言して
祈り）をします。　

セル　ガイド



　1:12 あなたがたには関係がないのか。道行
くすべての人よ、よく見よ。このような苦痛
がほかにあるか。私が被り、【主】の燃える
怒りの日に主が私を悩ませたような苦痛が。
1:13 主はいと高き所から私の骨の中に火を送
り込まれた。私の足もとに網を張り、私が背
を向けるようにされた。私を荒れすさんだ女、
終日、病んでいる女とされた。
1:14 私の背きのくびきは重く、主の手で、私
に結びつけられ、私の首の上に載せられた。
主は私の力をくじき、私を渡された。私が立
ち向かえない者の手に。
1:15 主は、私のうちの強者たちをみな追い払
われた。私を標的として「例祭」を呼びかけ、
私の若い男たちを滅ぼされた。主は、ぶどう
踏みをするように、おとめ、娘ユダを踏みつ
ぶされた。
1:16 これらのことで、私は泣いている。私の
目、この目から涙があふれる。元気づけ、慰
めてくれる者が、私から遠く離れたからだ。
敵に圧倒されて、私の子らは唖然とする。
1:17 シオンが両手を差し出しても、これを慰
める者はいない。【主】は、ヤコブの周囲の
者たちが彼の敵となるように命じられた。エ
ルサレムは彼らの間で汚らわしいものとなっ
た。 

　　

　この哀歌はエレミヤか、またはエレミヤのよう　この哀歌はエレミヤか、またはエレミヤのよう
な心を持った同時代の預言者によって書かれたもな心を持った同時代の預言者によって書かれたも
のです。それは神に背いたユダ王国が滅亡する悲のです。それは神に背いたユダ王国が滅亡する悲
惨さを嘆いている内容です。惨さを嘆いている内容です。
　それは預言であるのですが、後のユダヤ人はこ　それは預言であるのですが、後のユダヤ人はこ
れを預言書ではなく、聖文書に区分しました。すれを預言書ではなく、聖文書に区分しました。す
なわち、神の民が生きるために必要な現代的は内なわち、神の民が生きるために必要な現代的は内
容であるという解釈です。私たちもこれを読むと容であるという解釈です。私たちもこれを読むと
き、かつてのユダヤ人に関するものというだけでき、かつてのユダヤ人に関するものというだけで
なく、自分の今の問題として読む必要があるのでなく、自分の今の問題として読む必要があるので
す。す。
　すなわち、時代を貫く神様の救済の歴史であり　すなわち、時代を貫く神様の救済の歴史であり、、
また現代人へ警告という示唆も与えられます。さまた現代人へ警告という示唆も与えられます。さ
らには信仰者としての自分自身への訓戒であり、らには信仰者としての自分自身への訓戒であり、
勧めであり、希望でもあります。そのような視点勧めであり、希望でもあります。そのような視点
で哀歌を読むなら、主の御心を悟り易くなるでで哀歌を読むなら、主の御心を悟り易くなるで
しょう。とはいえ一番大切なことは、聖霊によっしょう。とはいえ一番大切なことは、聖霊によっ
て読み、主の前に従順であり、謙遜であることでて読み、主の前に従順であり、謙遜であることで
す。す。
　ここでは「私」とあるのは、筆者ではなくエル　ここでは「私」とあるのは、筆者ではなくエル
サレムのことです。このような悲惨な出来事が起サレムのことです。このような悲惨な出来事が起
きたのは、「主の手」によるのだと告白していまきたのは、「主の手」によるのだと告白していま
す。つまり自らの罪による神からのさばきであるす。つまり自らの罪による神からのさばきである
ということです。ということです。
　私たちは辛いことがあると、それを何かのせい　私たちは辛いことがあると、それを何かのせい
にして自分の要因があることを認めようとしないにして自分の要因があることを認めようとしない
場合が多いのですが、それはむしろ解決を遅らせ場合が多いのですが、それはむしろ解決を遅らせ
ます。主の前に出て、主に聞いて、自分自身も不ます。主の前に出て、主に聞いて、自分自身も不
完全な人間であることを認めましょう。主に自分完全な人間であることを認めましょう。主に自分
の非がどこにあるのかを示していただいて、そこの非がどこにあるのかを示していただいて、そこ
から本当の解決と回復を始めましょう。から本当の解決と回復を始めましょう。
　　
　　

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　５日　月曜

　哀歌



　1:18 【主】は正しい方である。しかし、私
は主の命令に逆らった。すべての国々の民よ、
聞け。私の苦痛を見よ。若い女たちも、若い
男たちも、捕らわれの身となって行った。
1:19 私は、私を愛する者たちを呼んだが、彼
らは私を欺いた。私の祭司も長老たちも、都
の中で息絶えた。気力を取り戻そうとして、
食物を探していたときに。
　1:20 「【主】よ、ご覧ください。私は苦し
みの中にあり、はらわたはかき回され、私の
心は私のうちで打ちのめされています。私が
逆らい続けたからです。外では剣が子を奪い、
家の中は死のようです。
1:21 私のうめきを聞いても、慰めてくれる者
はだれもいません。敵はみな、私のわざわい
を聞いて喜びました。あなたがそうなさった
からです。あなたが告げられた日を来させて
ください。彼らも私と同じようになるために。
1:22 彼らの悪のすべてが、御前に出されます
ように。そして彼らに報いてください。あな
たが、私のすべての背きに対して報いを返さ
れたように。私のうめきは大きく、私の心は
弱っています。」
　　

    1919 節までは主に逆らったことの結果として苦節までは主に逆らったことの結果として苦
難が与えられたことを告白しています。自分自身難が与えられたことを告白しています。自分自身
の非を認めることは難しいことです。特に苦しみの非を認めることは難しいことです。特に苦しみ
にあるときにはなおさらですが、それこそが回復にあるときにはなおさらですが、それこそが回復
の原点となることを知りましょう。主に回復を期の原点となることを知りましょう。主に回復を期
待するしかないからです。待するしかないからです。
　そして　そして2020 節からの祈りにつながります。主へ節からの祈りにつながります。主へ
の悔い改めにはまだ至っていません。私たちも同の悔い改めにはまだ至っていません。私たちも同
じで、とにかく主に苦しみを訴えたい思いで、心じで、とにかく主に苦しみを訴えたい思いで、心
がいっぱいにあることがあるでしょう。それでもがいっぱいにあることがあるでしょう。それでも
先ずは、苦しみを訴えるところから始めればよい先ずは、苦しみを訴えるところから始めればよい
のです。のです。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　６日　火曜

 哀歌



　2:1 ああ、主は娘シオンを御怒りの雲でお
おい、イスラエルの栄えを天から地に投げ落
とし、御怒りの日に、ご自分の足台を思い出
されなかった。
2:2 ヤコブのすべての住まいを主は呑み込み、
容赦なさらなかった。憤って娘ユダの要塞を
打ち壊し、地に打ち倒して、王国とその首長
たちを汚された。
2:3 燃える怒りをもって、イスラエルのすべ
ての角を折り、敵の前で右の手を引き戻し、
あたりを焼き尽くす炎のように、ヤコブを焼
かれた。
2:4 主は敵のようにして、弓を引き絞り、は
むかう者のようにして、右の手でしっかり構
え、いとしい者たちをみな虐殺した。主は娘
シオンの天幕に、火のように憤りを注がれた。
2:5 主は、敵のようになって、イスラエルを
呑み込まれた。そのすべての宮殿を呑み込み、
その要塞を破壊し、娘ユダにうめきと嘆きを
増し加えられた。
2:6 主は、園にするように、ご自分の幕屋を
荒らし、例祭の場所を滅ぼされた。【主】は
シオンでの例祭と安息日を忘れさせ、激しい
憤りをもって、王と祭司を退けられた。
2:7 主は、その祭壇を拒み、聖所を退け、そ
の宮殿の城壁を敵の手に引き渡された。例祭
の日のように、彼らは【主】の宮で声をあげ
た。
2:8 【主】は、娘シオンの城壁を打ち壊そう
と決め、測り縄でこれを測り、滅ぼすことか
ら手を引かれなかった。塁と城壁は悲しみ嘆
き、ともに崩れ落ちた。
2:9 彼女の城門は地に沈み込み、主はそのか

んぬきを打ち壊して砕かれた。その王も首
長たちも異邦の民の中にあり、もはや律法
はなく、預言者たちも、【主】からの幻を
見出さなかった。
2:10 娘シオンの長老たちは、地に座して黙
し、頭にちりをかぶり、身に粗布をまとっ
た。エルサレムのおとめたちは、頭を地に
付くほど垂れた。
　　

　哀歌は詩として技巧が用いられていて、整えられた形　哀歌は詩として技巧が用いられていて、整えられた形

式を持っています。ここでまた苦難について訴えるので式を持っています。ここでまた苦難について訴えるので

すが、すが、1717節からは回復のための祈りについて書いていま節からは回復のための祈りについて書いていま

す。このように、苦難と悔い改めと祈りは、イスラエルす。このように、苦難と悔い改めと祈りは、イスラエル

の共同体全体のテーマであり、さらには人類に共通するの共同体全体のテーマであり、さらには人類に共通する

テーマです。テーマです。

　「主は呑み込み　「主は呑み込み......」というように、主の厳しさを感じ」というように、主の厳しさを感じ

る時でも、主は愛のお方ですから、悔い改めましょう。る時でも、主は愛のお方ですから、悔い改めましょう。

自分だけではなく、みな同じように主に悔い改めて赦し自分だけではなく、みな同じように主に悔い改めて赦し

ていただいているのだと、覚えましょう。ていただいているのだと、覚えましょう。

　　

　　

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　
　　

　７日　水曜

　哀歌



　2:11 私の目は涙でかすみ、はらわたはかき
回され、肝は地に注ぎ出された。私の民の娘
の破滅のために。幼子や乳飲み子が都の広場
で衰え果てている。
2:12 彼らは母親に言い続ける。穀物とぶどう
酒はどこにあるのかと。町の広場で負傷した
者のように衰え果てたときに、母親の懐で息
絶えそうなときに。
2:13 娘エルサレムよ。あなたのことをどう証
言し、何になぞらえよう。おとめ、娘シオン
よ。あなたを何に比べて、あなたを慰めよう。
実に、あなたの傷は海のように大きい。だれ
があなたを癒やすことができよう。
2:14 あなたの預言者たちは、あなたについて、
むなしい、ごまかしの幻を見た。あなたの咎
を暴いて、あなたを元どおりにしようとはせ
ず、あなたについて、むなしい宣告と、惑わ
すことばの幻を見た。
2:15 道行く人はみな、あなたに向かって手を
打ち鳴らし、娘エルサレムを嘲って頭を振り、
「これが、美の極み、全地の喜びと言われた
都か」と言う。
2:16 あなたの敵はみな、あなたに向かって大
きく口を開け、口笛を吹き、歯をむき出しに
して言う。「われわれがこれを?み込んだ。
ああ、これこそ待ち望んでいた日。これに巡
り会い、じかに見た」と。
　2:17 【主】は計画したことを行い、昔から
命じていた自らのことばを成し遂げられた。
滅ぼして、容赦せず、あなたのことで敵を喜
ばせ、逆らう者の角を高く上げられた。

　幼子、母親、娘など、全ての人々がこの苦しみ　幼子、母親、娘など、全ての人々がこの苦しみ
をなめていることが記されています。社会的にもをなめていることが記されています。社会的にも
どうにもならない状態ですし、当然家族全体がそどうにもならない状態ですし、当然家族全体がそ
れぞれに絶望的な状態です。敵に蔑まれるようなれぞれに絶望的な状態です。敵に蔑まれるような、、
もうどうにもならないもうどうにもならない......そんな状況が私たちにもそんな状況が私たちにも
あるかも知れません。そこまでではなくても、まあるかも知れません。そこまでではなくても、ま
さかこんなことがさかこんなことが......ということはあるものです。ということはあるものです。
　そのときに重要なこと、回復につながる一歩は　そのときに重要なこと、回復につながる一歩は
主を見るということです。主を見るということです。1717 節にあるように、節にあるように、
それはまだ希望というようなものではないかもしそれはまだ希望というようなものではないかもし
れませんが、主かなさったこととして、主の計画れませんが、主かなさったこととして、主の計画
に心を向けることです。それが主の懲らしめであに心を向けることです。それが主の懲らしめであ
るなら、主の回復が待っています。主の教えであるなら、主の回復が待っています。主の教えであ
るなら、その教えを受け入れた後に祝福が待ってるなら、その教えを受け入れた後に祝福が待って
います。います。

　　
①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　８日　木曜

　哀歌



　2:18 彼らは主に向かって心の底から叫んだ。
娘シオンの城壁よ、昼も夜も、川のように涙
を流せ。自分に休みを与えるな。あなたの瞳
を休ませてはならない。
2:19 夜、見張りの始まりに、立って大声で叫
べ。あなたの心を主の前に、水のように注ぎ
出せ。あなたの幼子たちのいのちのために、
主に向かって両手を上げよ。彼らは街頭のい
たるところで、飢えのために衰えきっている。
2:20 「【主】よ、よくご覧ください。だれに
このような仕打ちをなさったのかを。女たち
が、自分の胎の実を、養い育てた幼子を食べ
てよいでしょうか。祭司や預言者が、主の聖
所で虐殺されてよいでしょうか。
2:21 幼い者も年寄りも道端で地に横たわり、
若い女たちも若い男たちも剣に倒れました。
あなたは御怒りの日に虐殺し、屠り、容赦さ
れませんでした。
2:22 あなたは、例祭の日のように、私の恐怖
を、四方から呼び集めました。そのため
【主】の御怒りの日には、生き残る者も逃れ
る者もいませんでした。私が養い育てた者た
ちを、私の敵は滅ぼし尽くしました。」
　　

　このような絶望的な状況の中で、預言者は主に　このような絶望的な状況の中で、預言者は主に
祈ることを勧めます。その祈りは上品なものでも祈ることを勧めます。その祈りは上品なものでも
なく、理路整然とした知的なものでもなく、霊的なく、理路整然とした知的なものでもなく、霊的
に深いものでもありません。「川のように涙を」に深いものでもありません。「川のように涙を」
流し、また「大声で叫」ぶような祈りです。見栄流し、また「大声で叫」ぶような祈りです。見栄
も体裁もない、心を取り乱すようなものです。も体裁もない、心を取り乱すようなものです。
　しかし、そこにこそ「心を　しかし、そこにこそ「心を......注ぎ」出すような注ぎ」出すような
祈りができるのです。熱心な祈りとなるのです。祈りができるのです。熱心な祈りとなるのです。
祈りとならないような祈りにこそ、真実な姿があ祈りとならないような祈りにこそ、真実な姿があ
ることを覚え、そこに期待しましょう。立派でレることを覚え、そこに期待しましょう。立派でレ
ベルの高い祈り手であることを止めましょう。むベルの高い祈り手であることを止めましょう。む
しろ真実で正直な祈りをささげましょう。しろ真実で正直な祈りをささげましょう。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　９日　金曜

　哀歌



　3:1 私は、主の激しい怒りのむちを受けて
苦しみにあった者。
3:2 主は、私を連れ去り、光のない闇を歩ま
せ、
3:3 御手をもって一日中、繰り返し私を攻め
られた。
3:4 主は、私の肉と皮をすり減らし、私の骨
を砕き、
3:5 私に対して陣を敷き、苦味と苦難で私を
取り巻き、
3:6 私を暗い所に住まわせられた。はるか昔
に死んだ者のように。
3:7 主は私を囲いに入れて出られなくし、私
の青銅の足かせを重くされた。
3:8 私が助けを求めて叫んでも、主は私の祈
りを聞き入れず、
3:9 私の道を切り石で囲み、私の通り道をね
じ曲げられた。
3:10 主は、私には待ち伏せる熊、隠れたとこ
ろにいる獅子。
3:11 主は私を道から外れさせ、私を引き裂き、
無残な姿にされた。
3:12 弓を引き絞り、私を矢の的のようにして、
3:13 矢筒の矢を、私の腎臓に射込まれた。
3:14 私は一日中、民全体の笑いもの、彼らの
嘲りの歌となった。
3:15 主は私を苦菜で満腹にし、苦よもぎで酔
わせ、
3:16 私の歯を砂利で砕き、灰の中で私を踏み
つけられた。
3:17 私のたましいは平安から見放され、私は
幸せを忘れてしまった。
3:18 私は言った。「私の誉れと、【主】から

受けた望みは消え失せた」と。
　　
　ここでは主が自分を苦しめたのだと歌っていま　ここでは主が自分を苦しめたのだと歌っていま
す。これは見かけ上の事実とは違います。実際にす。これは見かけ上の事実とは違います。実際に
エルサレムを陥落させ、飢えと恥辱を与えたのはエルサレムを陥落させ、飢えと恥辱を与えたのは
バビロニアでした。しかしユダヤでは伝統的に、バビロニアでした。しかしユダヤでは伝統的に、
出来事の背後には全能の支配者である主がおられ出来事の背後には全能の支配者である主がおられ、、
その主の許しがあって事が起きると考えられていその主の許しがあって事が起きると考えられてい
ましたから、このような表現が見受けられます。ましたから、このような表現が見受けられます。
今の私たちの理解とも通じます。今の私たちの理解とも通じます。
　主によって苦しめられるというのは、恐ろしい　主によって苦しめられるというのは、恐ろしい
ことではありますが、それは回復への道をも含んことではありますが、それは回復への道をも含ん
でいます。というのは主がなさったのなら、そのでいます。というのは主がなさったのなら、その
主の力で救いと癒しも与えられるはずだという希主の力で救いと癒しも与えられるはずだという希
望です。望です。
　ですから私たちも、苦しみはサタンが与えるも　ですから私たちも、苦しみはサタンが与えるも
のであり、それをもたらしたのは自分の罪であるのであり、それをもたらしたのは自分の罪である
ことを十分承知した上で、それが主から来たものことを十分承知した上で、それが主から来たもの
であるという視点を持ちましょう。そして主からであるという視点を持ちましょう。そして主から
の懲らしめを十分に受けつつ、主の回復を求めまの懲らしめを十分に受けつつ、主の回復を求めま
しょう。主は懲らしめの最中も変わらずに愛のおしょう。主は懲らしめの最中も変わらずに愛のお
方です。方です。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？

　１０日　土曜

　哀歌



　
　3:19 私の苦しみとさすらいの思い出は、苦
よもぎと苦味だけ。
3:20 私のたましいは、ただこれを思い出して
は沈む。
3:21 私はこれを心に思い返す。それゆえ、私
は言う。「私は待ち望む。
3:22 【主】の恵みを。」実に、私たちは滅び
失せなかった。主のあわれみが尽きないから
だ。
3:23 それは朝ごとに新しい。「あなたの真実
は偉大です。
　3:24 【主】こそ、私への割り当てです」と
私のたましいは言う。それゆえ、私は主を待
ち望む。
3:25 【主】はいつくしみ深い。主に望みを置
く者、主を求めるたましいに。
3:26 【主】の救いを静まって待ち望むのは良
い。
3:27 人が、若いときに、くびきを負うのは良
い。
3:28 それを負わされたなら、ひとり静まって
座っていよ。
3:29 口を土のちりにつけよ。もしかすると希
望があるかもしれない。
3:30 自分を打つ者には頬を向け、十分に恥辱
を受けよ。
3:31 主は、いつまでも見放してはおられない。
3:32 主は、たとえ悲しみを与えたとしても、
その豊かな恵みによって、人をあわれまれる。
3:33 主が人の子らを、意味もなく、苦しめ悩
ませることはない。
　3:34 地上の捕らわれ人をみな足の下に踏み
にじり、

3:35 人の権利を、いと高き方の前で曲げ、
3:36 訴訟で人を不当に扱うのを、主は見て
おられないだろうか。
3:37 主が命じられたのでなければ、だれが
語って、このようなことが起きたのか。
3:38 わざわいも幸いも、いと高き方の御口
から出るのではないか。
3:39 生きている人間は、なぜ不平を言い続
けるのか。自分自身の罪のゆえにか。
　　
　絶望的と思える中でも、主に叫びうめくような　絶望的と思える中でも、主に叫びうめくような
祈りの中で、人は主ご自身の恵みに気づきます。祈りの中で、人は主ご自身の恵みに気づきます。
「恵み」「真実」「偉大」「私への割り当て」な「恵み」「真実」「偉大」「私への割り当て」な
どに気づき、さらには「主はいつくしみ深い。」どに気づき、さらには「主はいつくしみ深い。」
とまで感じ、「くびきを負うのは良い。」とまでとまで感じ、「くびきを負うのは良い。」とまで
言えるようになります。言えるようになります。
　そして　そして2828 節以降のように主への揺るぎない信節以降のように主への揺るぎない信
頼へとつながってゆきます。このような信仰はす頼へとつながってゆきます。このような信仰はす
ぐに与えられるものではなく、苦しみの中で叫びぐに与えられるものではなく、苦しみの中で叫び
うめき、主への赤裸々な告白を通して与えられるうめき、主への赤裸々な告白を通して与えられる
ものです。そのような無力で弱い自分を認めて、ものです。そのような無力で弱い自分を認めて、
さらには罪を認めてゆくときに、聖霊が働いてくさらには罪を認めてゆくときに、聖霊が働いてく
ださるのです。ださるのです。
　何事でも祈りましょう。弱さと罪を認めて、聖　何事でも祈りましょう。弱さと罪を認めて、聖
霊を待ちましょう。霊を待ちましょう。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　１１日　日曜

　哀歌


